平成26年度第2回　富山県中小企業の振興と人材の育成等に関する県民会議　　　（概要）
日　時　 平成26年8月6日（水）10:00～11:30

場　所　 県庁4階大会議室
説明事項

（１）富山県ものづくり産業未来戦略について

（２）富山県ものづくり産業未来戦略雇用創造プロジェクトについて

（３）とやまナノテクコネクト・次世代ものづくり創出プログラムに　ついて

委員からの主な意見
・人材確保コーディネーターを東京に配置し、各企業のマッチングに当てる
ことは非常に良い例。
・たくさんのプロジェクトには大学でも積極的に参加していきたい。
・さまざまな計画があり、政策を活用できるのは、富山の企業にとって良いこと。
・地方を再生するには、その地域の人たちが、自分のまちには、こんな魅力があるのだということを自ら語らせなければならない。小さくても、きらり光る商業集積、施設がない。ないものはもっとしっかりつくるべき。
・良い人材をどう戻すか、また入ってきた人間をどう確保していくか。人材の確保を二つに分けて、具体的に施策に落とし込んでいくことが大事である。
・人材育成については、いくつかの補助制度、支援制度をいただいているが、中小企業の方が本当に良かったという制度であれば、ぜひ続けていただきたい。
・大学を地域の人材育成の拠点とし、高度な研究はもちろん、学生自身も在学中にいろいろな体験ができるような援助をいただきたい。

・政策あるいは、この会議で出た中央省庁などの情報を適切に県内企業に流すことを考えてほしい。
・国の小規模企業振興基本法制定に呼応して、県の条例を見直すべきではない　

　か
・プロジェクトをどうやって実践し、そして県の小規模企業、あるいは中小企業、あるいは大企業も含めて、どう徹底していくかということが問題。商工会議所・商工会に課せられた責任でもある。

・目標をもち、優秀な人材になりたいという気持ちで取り組む人のための職場環境とか、社会環境、家庭環境をつくることが一番大事である。
・産学官で体制作りに加え、何社かの企業と産学官が一体となり、ネットワーク化して、高度な産業構造へと結びつけることが重要である。
・小売業の中には、社員教育をなかなか受けさせられない状況もあり、何らかの形で商業従事者の教育があるとよい。
